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(57)【要約】
【課題】食器乾燥器等の電動昇降吊戸棚において、外形
状のコンパクト性、操作性および部品交換性等の向上を
図る。
【解決手段】建物上部に電動式昇降機構によって昇降す
る内箱２を設け、この内箱の前面側に上端を支点として
開閉する扉３を配置するとともに、外箱１の下方部位に
電動式昇降機構を操作するための操作部を配置した電動
昇降吊戸棚であり、操作部を扉の横幅と略同一の長さに
設定するとともに、扉の表面と面一とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
建物上部に電動式昇降機構によって昇降するキャビネットを設け、このキャビネットの前
面側に上端を支点として開閉する扉を配置するとともに、前記キャビネットの下方部位に
前記電動式昇降機構を操作するための操作部を配置した電動昇降吊戸棚において、前記操
作部を前記扉の横幅と略同一の長さに設定するとともに、前記扉の表面と面一としたこと
を特徴とする電動昇降吊戸棚。
【請求項２】
前記操作部の上端を、前記扉の下端と略同一高さに設定した請求項１記載の電動昇降吊戸
棚。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食器収納庫等として適用される電動昇降吊戸棚に係り、特に操作性の向上、
水濡れ等に対する静電対策の強化、設置時の安全性および外観の向上等を図った電動昇降
吊戸棚に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動昇降吊戸棚は、例えばシステムキッチンのシンク上方の天井側空間等に設置し、こ
の空間を有効利用してキャビネットを昇降する構成のものであり、これまで種々の提案が
なされている。
【０００３】
　例えば、キャビネットの前面に開閉扉を設けて上昇時に扉を閉動させ、下降時に扉を開
動作させる構成のもの（例えば特許文献１等参照）、あるいはキャビネットの前面を垂直
壁として上下方向に昇降する構成のもの（例えば特許文献２等参照）等が知られている。
【０００４】
　なお、電動昇降吊戸棚としては種々の乾燥用の熱源や温風供給用駆動部等の電源操作用
スイッチ類、昇降するキャビネットの移動、停止、方向選択等の動作制御用操作部を必要
とする。この場合、キャビネットは調理台やシンクの上方に配置され、キャビネットの下
方には種々の道具や機材、食材が置かれたり、水等が使用される環境であるため、キャビ
ネットまたはキャビネットに付属したハンドル等にスイッチ類や操作部が設けられること
が多い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１１９０１９号公報
【特許文献２】特開２００５－２１３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように、電動昇降吊戸棚については水等が使用される環境であるため、キャビネ
ットまたはキャビネットに付属したハンドル等にスイッチ類や操作部が設けられることが
多い。しかし、ハンドル操作が必ずしも円滑に行えない場合やスイッチ類を操作し難い場
合がある。
【０００７】
　また、電動昇降吊戸棚は建物のキッチン等の室内の天井側に配置されて目に付き易い場
所に設置されるものであるため、大きさや形状によっては、動作部分の構成により圧迫感
が生じる場合もある。
【０００８】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、棚の昇降動作を行う場合にスイ
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ッチのオン、オフ操作等に要する動作が少なくて済み、操作性に優れた電動昇降吊戸棚を
提供することを目的とする。
【０００９】
　また、スイッチ等の操作部をコンパクトな配置にすることができ、利用者の操作が容易
に行える操作性に優れた電動昇降吊戸棚を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、設置作業時等の待機時に建物の床面上に載置させるような場合に、部品衝突や過
荷重等により破損等を生じる虞がなく、構造部の破損防止機能を向上することができる電
動昇降吊戸棚を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上記の目的を達成するため、建物上部に電動式昇降機構によって昇降するキャ
ビネットを設け、このキャビネットの前面側に上端を支点として開閉する扉を配置すると
ともに、この操作部を前記キャビネットの下方部位に前記電動式昇降機構を操作するため
の操作部を配置した電動昇降吊戸棚において、前記操作部を前記扉の横幅と略同一の長さ
に設定するとともに、前記扉の表面と面一に構成したことを特徴とする電動昇降吊戸棚を
提供する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、操作部を扉の横幅と略同一の長さに設定するとともに、扉の表面と面
一に構成したことにより、スイッチ類をコンパクトな配置にすることができるとともに、
キャビネットの昇降動作を行う場合にスイッチ操作等に要する動作が少なくて済み、操作
性に優れたものとなる。
【００１３】
　また、構成がコンパクトで余分な突出部等がなく、設置作業時等の待機時に建物の床面
上に載置させるような場合に、部品衝突や過荷重等により破損等を生じる突出部が少なく
、構造部の破損防止機能を向上することができる。
【００１４】
　したがって、本発明によれば、外形のコンパクト性、および操作性の向上等を図ること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る電動昇降吊戸棚の一実施形態を示す全体斜視図。
【図２】本発明に係る電動昇降吊戸棚の内部構成を示す斜視図。
【図３】図１に示した電動昇降吊戸棚のキャビネット上昇状態を示す正面図。
【図４】図３に示した電動昇降吊戸棚の右側面図。
【図５】図４に示した電動昇降吊戸棚のキャビネット下降状態を示す正面図。
【図６】図５に示した電動昇降吊戸棚の右側面図。
【図７】図５に示した電動昇降吊戸棚のスイッチ等を示す拡大図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る電動昇降吊戸棚の一実施形態について図面を参照して説明する。な
お、本実施形態では、一例として、システムキッチンにおける天井設置式の昇降式食器乾
燥機として適用する場合について説明する。ただし、その他の電動昇降吊戸棚、例えば乾
燥庫、水切り棚等、種々の吊戸棚に適用することができる。
【００１７】
　まず、図１および図２により、昇降式食器乾燥機の全体構成について説明する。
【００１８】
　図１および図２に示すように、本実施形態の昇降式食器乾燥機は、家屋等の建物内の天
井またはその付近に設置されるキャビネットとして外箱１と、この外箱１に昇降可能に設
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けられた内箱２とを有しており、外箱１の前面側には扉３が設けられている。
【００１９】
　外箱１は、水平に配置され前後幅が一定の長方形状天板１ａと、一定幅の両側板１ｃ，
１ｃと、背板１ｄ等により構成されている。この構成により、外箱１の前面側と、外箱１
の下端側前面とが開口している。
【００２０】
　外箱１の両側板１ｃ，１ｃの内面には、内箱２を昇降ガイドするための縦長なガイドレ
ール４がそれぞれ設けてあり、天板１ａの内面（下面）には部品支持用のフレーム５が設
けられている。
【００２１】
　外箱１の前垂板１ｂには、この外箱１の上端縁部に設けたヒンジ６を介して扉３が連結
されている。なお、ヒンジ６の数は任意に設定することができる。
【００２２】
　扉３は、上辺部材３ａ，下辺部材３ｂおよび両側部材３ｃ、３ｃと、これらの部材３ａ
～３ｃで囲まれた領域を塞ぐ前面板３ｅとを有し、全体として四角形板状の構成をなして
いる。この扉３が、外箱１の前面側の略全域を覆う配置とされている。
【００２３】
　そして、扉３は外箱１の前面側の上端縁部を支点とし、かつ下端側を開動端として、外
箱１の前面側において前後方向に回動し得る構成となっている。
【００２４】
　すなわち、扉３は外箱１の前面側に配置されており、上端を支点として開動することに
より、外箱１の前面側を開閉することができる。
【００２５】
　また、内箱２は食器乾燥機本体を構成するものであり、天板２ａ、下板２ｂ、両側板２
ｃおよび背板２ｄにより前面が開口する箱形容器を構成している。
【００２６】
　内箱２の内部には、上下２段の食器籠７が設けられている。この内箱２の両側板２ｃに
おける外面間の寸法が、外箱１の両側板１ｃ，１ｃの内面間の寸法よりも僅かに小さく設
定されており、これら各側板１ｃ，２ｃ間にそれぞれ縦長な幅狭い側方空間８が形成され
ている。なお、内箱２の高さは外箱１より十分小さく構成してあり、これにより外箱１内
には内箱２の上方部位に機器スペースが形成されるようになっている。
【００２７】
　内箱２は外箱１に昇降機構９によって昇降可能に支持されている。この昇降機構９は例
えばベルト式昇降機構であり、外箱１のフレーム５に取付けたモータ１０と、このモータ
１０にギア等の動力伝達機構１１を介して連結された巻取りドラム１２と、このドラムに
巻装されるベルト１３と、ベルト１３を下方に案内するベルトローラ１４と、内箱２の天
板２ａにブラケット１５を介して支持された内箱吊上げ用の吊上げローラ１６と、ベルト
１３の端部をフレーム５部位で止着する止着具１７とを有している。
【００２８】
　この昇降機構９のベルト１３は例えば２本構成であり、その各ベルト１３により内箱２
の左右２箇所が吊上げられる方式となっている。各ベルト１３は、一つの巻取りドラム１
２に同時に巻上げられ、それにより内箱２が常時一定姿勢で昇降することができる。
【００２９】
　内箱２の両側板２ｃの外面部には、それぞれ上下方向に沿うスライダ４ａが設けてあり
、このスライダ４ａが外箱１のガイドレール４に案内されることにより、確実に内箱２の
昇降時の姿勢が安定する。
【００３０】
　また、内箱２の天板２ａ上には送風機１８、ヒータ１９およびダクト２０が設けられ、
送風口２１を介して内箱２に温風が供給されるようになっている。
【００３１】
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　本実施形態では、内箱２と扉３とが、外箱１と内箱２との各側板１ｃ，２ｃ間に形成さ
れる側方空間８に配設したリンク機構３３によって連結されている。各リンク機構３３は
各２本ずつのアーム３４，３５により構成され、内箱２の昇降に伴って扉３を開閉させる
ようになっている。また、扉３の上端側支点近傍位置と外箱１とは、引張りコイルばね３
６によって接続され、これにより扉３の下端側には内箱２側に向く常閉方向の付勢力が常
時付与されている。
【００３２】
　この構成において、本実施形態では昇降機構９の内箱２の上昇および下降、ならびに扉
３の開閉操作を行うための操作部３７が設けられている。この操作部３７は、内箱２の前
面下端部に一体に設けられた横長棒状の操作パネル３８と、この操作パネル３８に設けら
れた複数のスイッチ等とを備えている。
【００３３】
　操作パネル３８は例えば縦断面四角形状をなしており、両端側が内箱２の両側板２ｃ，
２ｃの外側方に沿って突出している。そして、操作パネル３８の前面（縦表面）は、閉状
態における扉３の前面（縦表面）と面一となる設定にしてある。さらに、操作部３７であ
る操作パネル３８の上端は、閉状態であるキャビネット収納状態の扉３の下端と略同一高
さとなる設定とされている。
【００３４】
　図２には、操作パネル３８に設けられた複数のスイッチ等４１～４５が示してある。こ
れらのスイッチ等は操作パネル３８の長さ方向（左右方向）に沿う一端側、例えば図２の
右側端部位置に、横一列に配置されている（なお、左側その他の位置に配置してもよく、
また列数等については場合により種々変更してもよい）。
【００３５】
　これらのスイッチ等は機械式スイッチ（例えばボタンスイッチ）またはタッチスイッチ
として構成されており、操作パネル３８の右側から順に、電源スイッチ４１、電源ランプ
４２、内箱上昇用スイッチ４３、内箱下降用スイッチ４４、照明用スイッチ４５等となっ
ている。
【００３６】
　機械式スイッチの場合には、例えば水漏れ等がある場合でも誤動作を防止することがで
きる。一方、タッチスイッチの場合には、操作が容易である反面、水漏れ等がある場合に
は誤動作する可能性がある。
【００３７】
　これらのスイッチが配置される部位は、内箱２の外側にある操作パネル３８の前面であ
り、食器を洗った指で、スイッチを押すことでスイッチ部に水の滴が付く可能性はあるが
、誤動作の虞は極めて低い。したがって、誤動作に対する欠点が生じることなく、高い操
作性を得ることができる。
【００３８】
　また、図２に示すように、扉３の開く角度θは、キャビネットである内箱２の前面に対
し、例えば１６度に設定されている。この設定角度により、食器等の収納物を内箱２内に
十分に入出することができる。
【００３９】
　なお、開く角度については、内箱２内の中棚と天板との高さ寸法の他、内箱２が外箱１
から下降する高さ、扉３の高さから、内箱２内の中棚と天板との高さ寸法分だけの収納物
を入れた場合、その高さ寸法の収納物を取り出せ、且つ前面に突出しすぎて圧迫感を与え
ることがない角度としている。
【００４０】
　本実施形態の場合、中棚と内箱２の天板の標準の高さ寸法は１６５ｍｍで、±５０ｍｍ
（１１５ｍｍ～２１５ｍｍ）に高さを変えるように構成されており、最大の高さ２１５ｍ
ｍに合わせて約１６°としている。
【００４１】
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　図３はキャビネット上昇状態を示す正面図であり、図４は同状態における電動昇降吊戸
棚の右側面図である。
【００４２】
　図３に示すように、キャビネットである内箱２が上昇して扉３によって電動昇降吊戸棚
が閉状態となった場合には、操作パネル３８と、これと同等の横幅を有する扉３とが上下
に両側縁部を揃えた状態となり、前面から見てコンパクトな構成となる。したがって、キ
ャビネットの昇降動作を行う場合にスイッチ操作等に要する動作が少なくて済み、操作性
に優れたものとなる。また、扉にスイッチを別途設けない構成とすることも可能であり、
コスト面でもメリットがある。
【００４３】
　また、構成がコンパクトで余分な突出部等が少なく、設置施工時等における作業時等の
待機時において建物の床面上に載置させるような場合、部品衝突や過荷重等により破損等
を生じる突出部が少なく、構造部の破損防止機能を向上することができる。
【００４４】
　また、図４に示すように、電動昇降吊戸棚が閉状態となった場合には、操作パネル３８
の前面（図示左面）が扉３の前面（同左面）と面一となり、扉３前面側においてもコンパ
クトな構成となる。
【００４５】
　これにより、キャビネット全体が前面、両側面および下面についてコンパクトな構成と
なる。
【００４６】
　図５は、使用時におけるキャビネット下降状態を示す正面図であり、図６は同状態にお
ける電動昇降吊戸棚の右側面図である。
【００４７】
　図５および図６に示すように、本実施形態の昇降式食器乾燥機では、スイッチ類を設け
る操作パネル３８の底部が内箱２の底部と同一面に配置してあるため、底面は平坦な構成
となり、下方への突出部がない。
【００４８】
　このため、設置作業時等の待機時に建物の床面上に内箱２を載置させるような場合、部
品衝突や過荷重等により破損等を生じる虞がなく、構造部の破損防止機能を向上すること
ができる。
【００４９】
　そして、設置後におけるキャビネット収納状態では、内箱２の底部と操作パネル３８の
下端部との高さが一致する構成となる。これにより、建物のキッチン等の室内の天井側に
配置されて目に付き易い昇降式食器乾燥機の外観がコンパクトな構成となる。
【００５０】
　これにより、比較的大型構造物としての違和感がなく、圧迫感等の減少も図れ、外観的
にも調和がとれたものとなる。また、扉３の構成材についての好みによる変更等も容易に
行うことができる。
【００５１】
　図７は、スイッチ等の構成部を拡大して示している。この図７に示すように、操作パネ
ル３８の右側から順に、電源スイッチ４１、電源ランプ４２、内箱上昇用スイッチ４３、
内箱下降用スイッチ４４、照明用スイッチ４５等となっている。
【００５２】
　以上で詳述したように、本実施形態によれば、スイッチ類をコンパクトな配置にするこ
とができるとともに、キャビネットの昇降動作を行う場合にスイッチ操作等に要する動作
が少なくて済み、操作性に優れたものとなる。また、構成がコンパクトで余分な突出部等
がなく、設置作業時等の待機時に建物の床面上に載置させるような場合に、部品衝突や過
荷重等により破損等を生じる突出部が少なく、構造部の破損防止機能を向上することがで
き、外形のコンパクト性、および操作性の向上等を図ることができる。
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【符号の説明】
【００５３】
１　外箱
２　内箱
３　扉
４　ガイドレール
４ａ　スライダ
５　フレーム
６　ヒンジ
７　受具
８　側方空間
９　昇降機構
１０　モータ
１１　動力伝達機構
１２　巻取りドラム
１３　ベルト
１４　ベルトローラ
１５　ブラケット
１６　吊上げローラ
１７　止着具
１８　送風機
１９　ヒータ
２０　ダクト
２１　送風口
２２　ドレン受け
２３　排水口
２４　ドレン貯め
２５　ランプ、入力スイッチ等
２６　パネル
２７　操作レバー
２８　支点ピン
２９　アクチュエータ
３０　リミットスイッチ
３１　リミットスイッチ
３２　制御装置
３３　リンク
３７　操作部
３８　操作パネル
４１　電源スイッチ
４２　電源ランプ
４３　内箱上昇用スイッチ
４４　内箱下降用スイッチ
４５　照明用スイッチ
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